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１．館林市環境基本計画の基本的事項 

計画改定に当たって 
 

館林市では、平成 11（1999）年 3 月に「館林市環境基本計画」を、平成 22（2010）

年 3 月に「第二次館林市環境基本計画」を策定し、『空と大地と人の共生環境都市～いつまで

も星が輝き、メダカの泳ぐまち～』を目指して、市民、事業者、各種団体の方々のご理解とご

協力を得ながら環境保全と創造に取り組んできました。この度、令和元（2019）年度に計画

期間が終了することを受け、計画を改定し、「第三次館林市環境基本計画」として策定すること

となりました。 

第二次計画策定後から10年の間に、市をとりまく周辺の環境や、地球規模での環境問題に

対する国際的な動向、国や県などの政策なども大きく変化しており、これらの社会的変化にも

考慮しながら、新たな環境基本計画を策定し、望ましい環境像の達成を目指して環境に対する

総合的な取組を推進していきます。 

世界・国内の主な環境政策の動向（抜粋） 

世界 国内（国） 

 
平成 24（2012）年 9 月  
「生物多様性国家戦略 2012-2020」閣議決定 

 
平成 27（2015）年 7 月  
「水循環基本計画」閣議決定 

2015 年  9 月 「持続可能な開発のた
めの 2030 アジェンダ」、「持続可能な
開発目標(SDGs）」採択 

 

2015 年 12 月 「パリ協定」採択  

 
平成 28（2016）年 5 月  
「地球温暖化対策計画」閣議決定 

 
平成 28（2016）年 12 月  
「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」決定 

 
平成 30（2018）年 4 月  
「第五次環境基本計画」閣議決定 

 
平成 30（2018）年 6 月 
「気候変動適応法」成立 

 
平成 30（2018）年 6 月  
「第四次循環型社会形成推進基本計画」閣議決定 

 
平成 30（2018）年 7 月 
「第 5 次エネルギー基本計画」閣議決定 

 
平成 30（2018）年 11 月  
「気候変動適応計画」閣議決定 

 
令和元（2019）年 5 月  
「食品ロスの削減の推進に関する法律」成立 

 
令和元（2019）年 5 月 
「プラスチック資源循環戦略」策定 

2019 年 6 月 Ｇ20 大阪サミット「大
阪ブルー･オーシャン･ビジョン」共有 

令和元（2019）年 6 月「パリ協定に基づく成長戦
略としての長期戦略」閣議決定 
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計画の位置づけ 
 

本計画は、館林市環境基本条例第７条に基づき、市の良好で快適な環境の保全及び創造に関

する施策の総合的かつ計画的な推進を図るために、策定されるものです。 

また、「地球温暖化対策の推進に関する法律」（以下「地球温暖化対策推進法」という。）第21

条第3項に基づく「地方公共団体実行計画（区域施策編）」を包含する計画とします。 

本計画の策定に当たっては、環境優先の理念のもと、国や県の環境基本計画との関連性に配

慮するとともに、市が策定する総合計画やその他の環境に関連する計画、各種事業計画など、

各施策の内容について整合を図ります。 
 
 

館林市環境基本計画の位置づけ 
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第三次 

館林市環境基本計画 

館林市環境基本条例 

館林市 
地球温暖化対策実行計画 

（区域施策編） 

館林市の個別計画 

●館林市まち・ひと・し
ごと創生人口ビジョ
ン総合戦略 

●館林市都市計画マス
タープラン 

●館林市一般廃棄物処
理計画 

●館林市歴史文化基本
構想 

●館林市市民協働の指
針 

●館林市地球温暖化対
策実行計画 （事務事業
編） など 

館林市総合計画 
法令等 

環境基本法、地球温暖化対策推進法、

気候変動適応法、生物多様性基本法、

循環型社会形成推進基本法、食品ロス

の削減の推進に関する法律 など 

 

国・県の計画 

・環境基本計画 

・地球温暖化対策計画 

・気候変動適応計画 

・生物多様性国家戦略  

・群馬県環境基本計画 

・群馬県地球温暖化対

策実行計画 

・生物多様性ぐんま戦

略 など 

 

整合・ 
連携 

整合・ 
連携 

準拠 

基本理念
の実現 

環境面
の実現 
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計画の対象範囲 
 

本計画の対象とする環境の範囲は、健康で安全かつ快適な生活を営むことができる生活環境

（動植物及びその生育環境を含む）、環境への負荷の軽減、公害の防止、地球環境保全などとし

ます。 

 

計画の期間 
 

本計画は、令和２（2020）年度を初年度とし、令和 11（2029）年度を目標年次としま

す。また、令和6（2024）年度を中間年次におき、必要に応じ見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

計画の推進主体 
 

本計画は、市・市民・事業者・各種団体がそれぞれの役割に応じて、相互協力により進めて

いきます。 

 
  

３ 

４ 

５ 

第三次館林市環境基本計画 

令和2（2020）年度 
～令和 11（2029）年度 

 
第二次館林市 
環境基本計画 

平成 22(2010) 
 ～令和元(2019） 

 
第一次館林市 
環境基本計画 

平成 11(1999) 
 ～平成 21(2009） 

○ 事業者の役割 ○ 

・事業活動に伴う環境負荷の低

減、公害の防止、自然環境の

適正な保全 

・地域の環境活動への参加 

・市の環境施策に積極的に協力 

○ 市民の役割 ○ 

・日常生活での環境負荷の低減

や自然環境の適正な保全 

・環境活動への積極的参加 

・市の環境施策に積極的に協力 

 

 

○ 市の役割 ○ 

・環境施策の策定と実施 

・率先した環境負荷低減の実践 

 

 

○ 各種団体の役割 ○ 

・地域での環境保全行動の実践 

・広い視野に基づく多様な活動

の実践 

 

協力 
協働 
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計画の構成 
 

本計画は、以下のような構成となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 望ましい環境像と基本目標 

『望ましい環境像』とそれを実現するための基本目標、環境指標を示してい

ます。 

 第４章 施策の展開 
望ましい環境像と基本目標を達成するための具体的

な行政施策と市民・事業者の取組を示しています。 

 

第５章 重点プロジェクト 
行政施策の中でも先行的に取り組むべき事業を、重

点プロジェクトとして示しています。 

第６章 計画の進行管理 

計画を着実に実行していくための進行管理のしくみを示しています。 

６ 

第２章 環境の現状と対応すべき課題 

     昨今の国内外の動向、市の現状を踏まえた課題を示しています。 

第 1 章 館林市環境基本計画の基本的事項 

計画の基礎情報（期間、対象など）を示しています。 
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